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｢いのちの授業｣の感想です。（6年生）

先日学んだ誕生学の感想です。

人が嫌がる行動をしないで、相手の気持ちを考

えて行動を取ることが大切だと分かりました。し

かも、自分の成長が、多くの人の愛情によって成

り立っていることをずっと心の中に入れて幸せな

生活を続けたいと思いました。（6年 T・H）

このお話や体験を通して思ったことは、ぼくは

沢山の命の中から生まれてきたこと、お母さんが

苦しい思いをして、生んでくれたこと、体験では、

赤ちゃんの人形を抱っこしたけど、思ってた以上

に重くてびっくりしました。ありがとうございま

した。（M・R）

体験して楽しかったのが、にんぷさん体験です。

そこで考えた事が、にんぷさんのおなかがすごく

重くて、それなのに、持てることがすごいと感じ

ました。更に、自分は前｢自分なんていなくても

いい｣と考えていましたが、知念さんの話を聞い

て、知念さんが言った言葉｢自分はかけがえのな

い大切な存在であり｣と言う言葉で考えが変わり

ました。大切なことを話してくれてありがとうご

ざいました。（I・R）

知念菜穂子先生のお話を聞いて分かったこと

は、愛のことです。本当に愛がある人は、自分を

大切にしてくれている人だということが分かりま

した。これからは他の人をちゃんと大切にして行

こうと思いました。（U・J）

今日、知念さんの話を聞いて思ったことは、0.

1ｍｍから大切な命があるという事です。にんぷ

さんのお腹の中でどうすごしているかがよく分か

りました。あと、にんぷさんの体験をしてみると、

思っていた100倍重かったです。だから改めて、

にんぷさんにやさしくしようと思いました。

（K・R）

菜穂子先生の話を聞いてわっかったことがいっ

ぱいありました。家でお母さんにどうやって産ま

れたか聞いたら自分は逆子だったらしいです。

菜穂子先生の最後の言葉が胸にグッとささりまし

た。いろんなお話、ありがとうございました。

（K・I）

知念菜穂子さん、いろんな事を教えてくれてあ

りがとうございました。にんぷさんは、大切な家

族を産むためにがんばったりしてじぶんが大切に

されてるのが改めて分かりました。実際に体験し

たときも、妊婦さんの気持ちがよく分かりました。

（S・K）

助産師の知念さんの話を聞いて｢あ、別に恥ず

かしくなるのって、別にいいんだな｣と思いまし

た。それに、赤ちゃんの体験では｢自分は、こん

な暗い場所から出てくるはずだったんだ｣と思い

ました。ぼくは知念さんが言ってたもう一つの産

み方、おなかを切って出て（産まれて）きました。

なので、体験ありがとうございました。（T・E）


